
ま　え　が　き

　東日本大震災と、これに伴う東京電力福島第一原子力発電所事故（以下、原発事

故）により被災された方々に謹んでお見舞い申し上げます。また、 1 日も早い復

旧・復興を心よりお祈り申し上げます。

　日本アイソトープ協会では、1982年に「放射線防護用機器ガイド」創刊号を作成

して関係方面の方々の利用に供しました。また、翌1983年に、関係各部会の専門家

を含めて、理工学部会に放射線防護機器専門委員会を設け、機器ガイドの増補改訂

を隔年に行っております。

　このたび、2016/17年版設備・機器ガイドの刊行に際しては、2014/15年版に引き

続き本ガイドが原発事故対応における放射線防護に寄与することを目的の一つとし

て企画・編集しました。第一部では、放射性物質の分布を面的に測定する技術およ

び手法について、上空、水中、地上 3 つの角度から解説しました（出典：

RADIOISOTOPES Vol. 64, No. 12、Vol. 65, No. 1 、Vol. 65, No. 2 講座「放射線

を面で捉える」）。第二部では、環境試料中の放射性物質の分析・測定法について、

試料の採取・前処理法を含めて解説しました（出典：Isotope News No. 740「実

務セミナー」）。また、第三部では、用語および資料の掲載順を精査してより適切な

表現をめざし、放射線防護用設備・機器および関連事項の最新資料をまとめました。

なお、従来と同様に、メーカーより提供頂きました機器の写真を資料中に掲載する

と共に、巻末等の広告に参考となる写真・図表などのより詳しいデータが掲載され

ている場合は、資料中に＊を付記しております。

　アイソトープ・放射線の科学技術への利用や放射線管理システムの合理化、そし

て原発事故対応のために、多忙な日々を送っておられる皆様の座右で、本書が広く

活用されることを願うとともに、震災からの復旧・復興にご尽力されております

方々に少しでもお役に立てれば幸甚と存じます。

　本書の作成にあたっては、関係者各位に多大なご理解とご協力を賜りました。

　ここに深く感謝いたします。

　　2016年 5 月
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